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風力開発の各ステップに必要なツールの整備

ステップ１ ステップ３ステップ２

○地図や風況マップ等で広域を
対象とした適地の探索を行い、
実測を行うサイトを決定する。

○サイト内の代表点での風況実
測やミクロ風況予測により、
概略の可能性や配置可能面積
を把握する。

○サイト内の最適風車配置検討
や、工事費等を含めた総合的
な経済性を求めて、建設可否
を判定する。

５００～２５０ｍメッシュ ５０～１０ｍメッシュ ５０～１０ｍメッシュ

マクロ風況予測（風況マップ） ミクロ風況予測 （複雑地形対応の風況解析 ）

LAWEPS（NEDO開発）
サイト設計（風車配置の検討）

LAWEPS‐Planner



L A W E P S - P l a n n e r  の概要

１０ｍメッシュの
地形（標高）データ

土地利用データ
（森林・平地・水田

等）

（１０ｍメッシュの風速分
布を予測する）

GPV
データ

天気予報の
元データ

LAWEPS（NEDOが開発、Ｈ１５年度公開済）

LAWEPS-Planner（風車配置設計システム）LAWEPS-Planner（風車配置設計システム）
(1)地形図と風速（色）を見なが
ら風車を配置する。

(2)風上にある風車の影の影響を見
ながら配置を修正する（赤い部
分が影の影響）

(3)風車同士の影による干渉を考
慮した、発電所全体の電力量
を求める。

色は風速を示す

LAWEPSの風
況予測データ
を使用する。

○風力発電所の具体的な設計において、詳細な地形を考慮した風車選

定や風車配置の設計を支援するシステム

○特 徴

・NEDOのミクロ風況解析手法「LAWEPS」の結果をそのまま使用でき

日本特有の複雑な地形や風においても精度よく設計が行える。

・対話形式で風況・道の有無・風影の影響などを画面で見ながら

最適な風車サイズ*1・台数・配置をラクラク設計できる。

○本年度１０月より一般利用者に向けた販売を開始する予定。

＊１：「風車サイズ」は1台あたりの
風車の容量（ｋW）を意味する。



L A W E P S の 特 徴 ・ 風 車 配 置 問 題 と は

平面図

断面図

平面図

断面図

線形モデル（ＷＡｓＰ等） 非線形モデル（LAWEPS）

○ヨーロッパなど平坦な地形で
は良く合うが、複雑地形では
風況が過大評価されると言わ
れている。（複雑地形では誤
差１５～２０％に拡大する）

○ＮＥＤＯがH15年度に一般公開
○解析時間がかかるが、山岳や台地
地形でも適正な風況予測が可能。
（誤差±１０％程度）

LAWEPSの特徴

主風
向

乱流

風車配置問題とは

・風車の影(ウエイク）の影響は、距離が離れるに従っ
て小さくなり。風車直径の１０倍離れると無視できる。
・風車直径の５～１０倍離すことが推奨されている。

卓越風向なし 南北に卓越風

５D
５D

・風向が南北に偏っているときは、東西方向の風車間
距離は短縮できる可能性がある。
・エリア内に多くの風車が建設できるため、採算向上

N

S

EW

N

S

EW

風車



風 車 配 置 の 考 え 方

道路沿いで運搬の便
がよい場所に２台目
の風車（WT2）を設
置した

道路沿いで運搬の便
がよい場所に２台目
の風車（WT2）を設
置した

年間発電量 ロス

WT1 3867GWh 9.3%
WT2 3452GWh 5.1%

年間発電量 ロス

WT1 4226GWh 0%

・南風を受けて良好な発電
・他の風車の影響なし

・WT2により南風がさ
えぎられるため、発
電量が約９％減少

WT1

WT1

WT2移動させる？



風車配置のサポート機能（新機能）

WT1

？
？

？

従来の配置機能（WAｓP等） LAWEPS-Plannerの新しいサポート機能

○風車の移動先を逐次調べながら、カット
＆トライで決める必要があった。

○風車の影が及ぶ範囲（シャドー）をあらか
じめ表示させて、その外側に配置するこ
とで、手間が減らせる。

３%

５%

３%

「シャドー」の表示
実線：相手が影響を受ける
破線：自分が影響を受ける

WT1





1

LAWEPS-Planner による設計例（１）

(1) 地形図と風速が表示される

(2) 風況最も良い山頂に風車を配置し、
周囲に及ぼす影響を見る（新機能）

３%

５%

３%
実線：相手が影響を受ける
破線：自分が影響を受ける

線の内側に次の風車を配置
すると、互いに影になるため
発電量が減ってしまう。

No.1



2

３%

５%

３%
実線：相手が影響を受ける
破線：自分が影響を受ける

No.1

No.2

LAWEPS-Planner による設計例（２）

(3) 影の影響を考慮して、2番目の風車を
配置する

(4)１，２番風車の影の影響や、発電所用
地の範囲・土地の平坦性・道路の有無
を考慮して風車を配置する。

No.1

No.4

No.3 No.2
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No.1

No.4

No.3 No.2

良い南風が吹くのに、
４番風車の陰になるた
め発電量が減少
（赤が減少分を示す）

LAWEPS-Planner による設計例（３）
(5) 各風車の風向別発電量と影の影響を
表示させる。

(6)４番風車を１番風車に影を作らない場
所に移動させる。

風況が同じで １番風車に

影響がない地点に移す

No.1

No.4

No.3
No.2

集 計 表
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参 考 資 料

○ＬＡＷＥＰＳ気象モデル解析結果の全国データベース

○ LAWEPS,LAWEPS-Plannerのシステム構成
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ＬＡＷＥＰＳ気象モデル解析結果の全国データベース

○ＬＡＷＥＰＳは２０００年度のＧＰＶデータを元に、全国の風況を１ｋｍメッ
シュで予測した「気象モデル解析結果」がデータベース化されている。

ＬＡＷＥＰＳ
（工学モデル計算）

任意の地点の
風況を無観測で
予測できる
（１０ｍメッシュ）

ＬＡＷＥＰＳ
－Ｐｌａｎｎｅｒ

風車配置を
ラクラク設計

１
ｋ
ｍ

100×100ｋｍ

１ｋｍメッ
シュ

気象モデル解析結果全国データベース気象モデル解析結果全国データベース

GPV
データ

天気予報の
元データ

NEDOにより
整備済み
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LAWEPS
-Planner

風車の特性データ
（出力、抗力特性）

地形図データ
（道路,建物等）

風 車 配 置 設 計風 車 配 置 設 計

LAWEPS、LAWEPS-Plannerのシステム構成

１０ｍメッシュの
標高データ

土地利用データ
（森林・平地・水田

等）

GPV
データ

天気予報の
元データ

気象ﾓﾃﾞﾙ解析結果
全国データベース

LAWEPS

風 況 予 測風 況 予 測

NEDOが開発（H15)
日本の複雑地形に対応できる

関西電力・気象協会が共同開発

LAWEPSの高精度解析結果が使える

（１０ｍメッシュの
風向風速分布）

風況予測結果
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LAWEPS-Plannerの「シャドー領域」表示機能
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LAWEPS-Plannerの「発電量計算」機能




